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◆登録団体をご紹介します 

 

 「登録団体」は、ウィズを利用しながら男女共同参画の推進に向けた活動を行って

いる団体で、現在 13 団体あります。今月は「ウィル市川」と「ワーキングマザー  

さくらの会」をご紹介します。 

ウィル市川 
平成23年に男女共同参画センターで開催された「DV被害者サポーター養成講座」

の終了生、女性 8 名で立ち上げました。「ストップ DV！」を目指して活動していま

す。 

当初は、引き続き学習会を行うということを目的に集まり、初年度は市内の相談窓

口や母子ホーム等の視察を行いながら、私達ができる支援は何かを探りました。その

後、全員で世田谷区「らぷらす」での 20コマの講習を受講したり、千葉県主催の研

修会にも、定期的に参加しています。 

これまで、市川市男女共同参画課との共催で DV 防止啓発の初級講座や、明治大

学の学生とのコラボレーションによる「デート DV」をテーマにした講座を実施しま

した。 

年明けの 1月には、初めて「女性のための情報&アートスペース ベルヴィ」を開

催します。これは女性向けに、ほっとできる安心安全な場所の提供として行うもので、

コラージュや栞作りもできます。どうぞご参加ください！ 

～男女共同参画であなたもわたしもハッピーに～ 

ウ ィ ズ レ タ ー 

 
発行 市川市 総務部 男女共同参画課 

市川市市川 1-24-2 電話 322-6700 

男女共同参画センター（愛称 ウィズ）は、性別にかかわりなく対等な立

場であらゆる活動に参画し、喜びも責任も分かち合う男女共同参画社会の実

現を目指すための拠点施設です。 

愛称の“ウィズ”は、男女ともに、老いも若きもともにという意味が込め

られています。 

2014 年 

12 月 

第 16 号 

（ウィル市川のみなさん） 

女性のための情報&アートスペース ベルヴィ 

2015年1月24日(土) 13:30-15:30 研修室F 

参加費無料 ／時間内出入り自由／申込み不要 

*どなたでも参加 OK！ 
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ワーキングマザー さくらの会 

再就職を目指す女性 20人で、さくらの季節に立ち上げた会で、早いもので 18年

が過ぎました。仕事と子育ての両立のため、情報交換を主に行っていましたが、全て

の会員が数年の内に、再就職または地域ボランティアにと一歩を踏み出し、新しい人

生を送り始めました。その頃から、後につづく女性達の為にという発想が生まれ、社

会復帰のための学習会を企画、運営したり、男女共同参画センターのイベントで、講

演会を実施してきました。 

現在は、男性も加わり、月 3 回火曜日午前中

にアメリカ人講師を招いて、大人のための英会話

講座を継続して行っています。必要な方には保育

付きで、少人数で和気あいあいと学んでいます。 

只今、会員募集中！体験の問い合わせは 

電話 047-711-5708 代表石原まで。 

 

 

◆ＤＶに関するアンケートに答えて啓発グッズをゲットしよう！ 

 

 当市では、第 2次ＤＶ防止実施計画を平成 26年 3月に策定し、「ＤＶの根絶」を

基本理念に様々な取り組みを実施しています。そこで今月は、ウィズをご利用の皆様

にＤＶに関するアンケートを実施します。回答へのご協力をお願いします。 

 

問１ あなたは、ＤＶ（配偶者や恋人など近しい関係にある異性への暴力）を 

ご存知ですか？ 

Ａ．内容まで知っている  Ｂ．言葉を聞いたことがある程度  Ｃ．知らない 

 

問２ ＤＶの予防及び防止には何が必要だとお考えですか？（複数選択可） 

Ａ．相談窓口の周知        Ｂ．ＤＶの初期相談の充実 

Ｃ．家庭においての暴力防止教育  Ｄ．学校においての暴力防止教育 

Ｅ．暴力を助長する雑誌等の撲滅啓発活動 

Ｆ．ＤＶ加害者に対する再発防止教育 

Ｇ．わからない 

 

・男女共同参画センター４階受付で配布している回答用紙に記入の上、12月 27日 

までに、受付に設置してある回答箱にお入れください。 

・回答者の中から抽選で３名様に啓発グッズを差し上げます。 

・啓発グッズ当選者の発表は、翌月に４階受付横のボードに掲示します。 

（活動の様子） 

DV は、配偶者や恋人などの親密な間柄にあるパートナーからの暴力です。 

殴る蹴るなどの身体的暴力だけではなく、性的行為を強要するなどの性的暴力、

無視や暴言などの精神的暴力、必要な生活費を渡さないなどの経済的暴力もあり

ます。多くの場合、支配のための手段、あるいは、服従しないことの罰として暴

力を振るいます。 


